
人を対象とする研究に関する倫理審査 

（申請の必要性）自己判断チェックシート 

 

自己判断チェックシートは、「人を対象とする研究に関する倫理審査委員会」への倫理審査申請の必要

性について、自己判断をするためのものです。人を対象とする研究に関して、倫理的および個人情報の保

護の観点から、倫理審査の必要性を検討し、研究者自身の判断によって決定してください。 

 

●研究対象者の苦痛、不利益、危害等 

1 
不快・不安・困惑、または精神的・心理的な負荷や苦痛、危害を与える

可能性がある。 
□はい  □いいえ 

2 
運動・実験・訓練の実施や、食事・睡眠・その他の行為の制限、物理的

刺激の供与等を行うことがある。 
□はい  □いいえ 

3 
差別、金銭的損失、経済状況、雇用・職業上の関係・私的な関係におい

て、何らかの不利益が生じる可能性がある。 
□はい  □いいえ 

4 

授業、演習、実技、実験・実習等、教育実施の過程において、研究のた

めに学生から個人の情報 ・ データ等の提供を求める。または、精神的・

身体的な苦痛、不利益を与える可能性のある実験や調査等に学生を参

加させる。 

□はい  □いいえ 

 

●研究対象者、インフォームドコンセント 

5 18 歳未満を対象とする。 □はい  □いいえ 

6 障害者、介護状態等、社会的弱者になりやすい人を対象とする。 □はい  □いいえ 

7 
研究の性質上、研究対象者本人への事前の説明ができない内容であ

る。 
□はい  □いいえ 

8 研究対象者本人へ同意の取得ができない内容である。 □はい  □いいえ 

9 

異なる研究目的で収集したデータの使用など、当該研究で使用すること

についての明確な同意なしに利用する。 

※ただし、法律に基づいて実施された調査のデータや、既に匿名化され、特定

の個人を識別、復元できないように加工（匿名加工情報・非識別加工情報）され

た情報のみを利用する場合は除く。 

□はい  □いいえ 

 

 

 



●研究対象者のプライバシー、収集する情報・データ 

10 個人が特定される情報を収集する。 □はい  □いいえ 

11 
個人の思考、行動、個人環境、身体等、個人のプライバシーに係る情

報・データ等を収集する。 
□はい  □いいえ 

12 
試料（血液、体液、組織、細胞、遺伝子、排泄物等）を収集または採取す

る。 
□はい  □いいえ 

13 研究成果の公表の際に、個人が特定される可能性がある。 □はい  □いいえ 

14 
研究成果の公表、情報の保管過程の中で、あってはならない情報漏洩

によって、プライバシーが侵害される可能性がある。 
□はい  □いいえ 

15 
研究遂行上の止むを得ない理由により、研究対象者に真の研究目的を

知らせることができない。 
□はい  □いいえ 

16 第三者に委託して、個人の情報・データ等を分析する。 □はい  □いいえ 

 

●その他 

17 
研究対象者、または研究対象者以外の関係者との間に、（予想される）

利益相反がある。 
□はい  □いいえ 

18 
謝金または他の金銭的誘因（交通費その他の実費を除く）を研究対象者

等に支払う。 
□はい  □いいえ 

19 
研究者自身に、精神的または身体的な危険や不利益が生じる可能性が

ある。 
□はい  □いいえ 

20 

外部機関より、研究倫理審査委員会等の承認を受けることを要請されて

いる。 

・研究資金提供先（科学研究費等の公的研究費、民間団体他） 

・発表予定の学術雑誌・ジャーナルなどの投稿規程 

□はい  □いいえ 

 

 

＜チェックシートの結果＞ 

①『はい』が一つでもあった場合 ⇒ 審査対象となることが考えられます。 

②全て『いいえ』と答えた場合 ⇒ 審査対象外と考えられます。 


